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枚方市市民会館の閉館に思いを寄せて
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枚方市の発展とともに市民の文化芸術活動を支えてきた市民会館｡昭和40年の開館以

来､多くの市民の皆さんに愛され､広く利用されてきました。

大ホールでスターに声援を送り、拍手喝さいしたあの日。音楽室で練習し､緊張しながら

大・小ホールで演奏､発表したあの時｡そして､新たな門出を祝った結婚式場や披露宴会

場｡読書に親しんだ図書館｡それぞれ皆さんの心の中で､今も市民会館での思い出が生き

続けていると思います。

枚方市では、中央図書館や枚方公園青少年センターなどの施設整備に伴い､市民会館

の機能の見直しを行ってきましたが､これまでパフォーミングアーツの活動拠点として長く運

営してきました。

現代社会において､人々の思いや価値観が多様化する中、文化行政の役割は大変重要

となってきております｡新しい文化芸術事業の取り組みはもとより、市民会館で培ってきた文

化やその歴史を未来に引き継ぐことは大切であると考え､この度本パンフレットの作成に至り

ました。
傷 f里L

市民会館の歴史は幕を閉じますが､これまでの多くの人々の思いをさらに発展させるべく、

｢枚方市総合文化芸術センター｣へバトンをつなぎます6 ．
、 ． ‘ “‘ ↓ ｝ “#1

ありがとう､そしてさようなら市民会館｡~ ” ~ ~ “
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枚方市は市制施行後、早くから文化施設を含む公共施設の建設を計画していましたが、昭和30年に財政再建団体の指定

を受け、施設建設が制限されるなど、困難に見舞われます。 しかし、昭和35年、 自主再建を果たし、市民会館用地を確

保したことで、いよいよ建設が具体化しました。建設にあたっては、市民の方々のさまざまなニーズに応えるためも各種

団体からの要望・意見をふまえ、市が委嘱した総合会館建設委員と幾度も協議を重ねるなど、準備を進めました。

エ
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竣工しました。続く第3期工事によってようやく昭和46年に大ホ~－ル、小ホールを擁するホール棟が完成しました鈩、 “ ~ ~《 ~"

本館1階の各諸室は、労働センターとして位置づけられていました。労働センタ

ーは勤労者の文化と教養を高め、その健全な育成と生産意欲の向上に資すること

を目的としており、目的に合致した利用をする場合には使用料減免を受けること

ができました。
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本館2階にはかつて結婚式場が設置されていました。開館当時、生活を近代化す

ることを目的とした新生活運動が全国的に行われており、市民会館においても、

市民の婚姻諸行事を合理化し、あわせて市民生活の改善向上に資するために結婚

式場が設置されました。 この式場は「天津殿」 と命名され、平成に入ってからも

存在していましたが、利用は次第に落ち込み、平成13年をもって廃止となりま

した。廃止後、宴会場のスペースは第5、 6集会室として活用されました。
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定日“人

~~~~~定員配

青少年活動を助成し、その健全な育成をはかることを目的にしており、各種サークル活動の育成と指導、文化教養を高め
る諸行事の開催、青少年の健全な育成に必要な事業等を行うことが定められていました。そして、平成17年に青少年セン
ターの機能は現在の枚方公園青少年センターに移管されました。図書館閉館後のスペースは第4、 5， 6会議室として、青
少年センターのスペースは第1， 2会議室として、それぞれ活用されました。
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神"階‘ま悶雛から鯛館童で､音楽室として利用されまLた｡拶謬
崖
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第1殿帳（どんちょう）の図案は

鍵屋浦での「くらわんか舟」風景

です｡上り下りの三十石船に集ま

る 「くらわんか舟｣。淀川はかつ

て重要な交通路で､枚方はその宿

場町として栄えました。

大ホール第1鍛帳原画中井吟香氏作

大ホール第2椴帳原画村田博三氏作

大ホール中継風景

藤 大ホールロビ堂

大ホール映写機｛
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